
平成21年(2009年)9月1日 

札幌市経済局ものづくり支援担当課 

 

平成21年度「中小建設業等経営資源活用型モデル事業」の採択結果について 

 

札幌市では建設業の支援を目的として、「中小建設業等経営資源活用型モデル事業」を実施してお

ります。平成 21年度は、7月 1日から 7月 24日まで事業の募集を行い、市内中小建設業等から 10

件の申請があり、外部有識者等による審査委員会の審査を経て、下記のとおり5件の補助事業を採択

しましたのでお知らせいたします。 

記 

Ａ「本業強化に関する事業」 ≪１件≫  

・株式会社環境設備計画（札幌市北区） 

  事業名：登録建築物の省エネ措置の維持保全状況調査事業及び省エネルギー検証事業 

  概 要：「登録建築物調査機関」としての登録及びソフトウエアの開発等に取り組み、今後需要

が見込まれる建築物における省エネルギー措置の維持保全状況調査や省エネルギー検

証業務の受注を目指す。 

Ｂ「新分野進出に関する事業」 ≪申請なし≫ 

Ｃ「事業化後の課題解決に関する事業」 ≪４件≫ 

・株式会社アクアグレース（札幌市豊平区） 

  事業名：太陽光パネルの積雪落下装置の製品化 

  概 要：無落雪屋根に設置する太陽光パネルの積雪面の断絶化に成功したが、積雪を落下しやす

い架台構造に改良するための付属部品の製品化に取り組み、標準仕様の確立による販路

の確保を図り、積雪寒冷地での太陽光利用の普及を目指す。 

・空調機器管理株式会社 (札幌市中央区) 

事業名：温水器用太陽軌道追尾架台を太陽光発電へ応用 

  概 要：太陽熱温水器の開発で成功した太陽軌道追尾式回転架台を、太陽電池パネル仕様に改

良・実証し、販路の拡大と太陽エネルギー利用の普及を目指す。 

・株式会社北野興業 （札幌市東区） 

事業名：無害化処理設備の飛散防止装置設計及び製作 

  概 要：廃アスベスト無害化処理装置の実用化に取り組み特許も取得したが、新たに飛散防止技

術の確立とアスベスト含有建材の無害化実証のため、飛散防止装置及び処理装置の設

計・製作・実証を行う。 

・株式会社補償セミナリー （札幌市南区） 

事業名：既着工物件調査及び既存共同住宅現況調査業務に伴うｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業 

  概 要：住宅性能評価機関として家屋検査業務へ進出したが、新たに大規模建築物の定期検査や

漏水・劣化・耐震診断等の特定検査に対応するため検査体制の強化等を図り、今後需要

が見込まれる建物検査業務に総合的に対応し受注拡大を目指す。 

※制度の詳細は公募要領をご覧ください。 
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